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二次イオン質量分析計によるマーチソン隕石中のヒボナイト包有物のマグネシウム
同位体分析
Ion microprobe analyses of Mg isotopes in hibonite inclusions from Murchison meteorite
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原始太陽系星雲からの凝縮過程において、ヒボナイト (CaAl12O19)は最も初期に凝縮する鉱物のひとつであり、太陽
系形成最初期における情報を保持している可能性がある。実際、CMコンドライトなどに見られるヒボナイト包有物の
うち、PLAC（ヒボナイト板状結晶）や BAG（ヒボナイト青色凝集物）と呼ばれるもの (Ireland, 1988)は、カルシウムや
チタンに大きな同位体異常が存在する一方、初生 26Al/27Al比は低い値を示すことが知られており、原始太陽系に 26Al
などの短寿命放射性核種が持ち込まれる以前に形成されたとも考えられている (Liu et al., 2009)。本研究では、原始太陽
系最初期の物質進化を調べるため、マーチソン隕石 (CM2)からヒボナイトを含む包有物を取り出し、PLAC 5個、SHIB
(スピネル‐ヒボナイト包有物) 5個、Blue spinel（青色スピネル; Ireland et al., 1986）1個, F包有物 (後述) 2個について、
二次イオン質量分析計 NanoSIMS 50および ims-1270を用いてマグネシウム同位体組成を分析した。
　結果：SHIBの初生 26Al/27Al比は (4.7 +/- 1.0) x10E-5であり、通常の CAI が持つカノニカル値 (MacPherson et al.,

1995; Jacobsen et al., 2008)と矛盾のない値であった。一方、PLACと Blue Spinelについては、いずれも有意な 26Mgの
過剰が見られず、初生 26Al/27Al比は誤差の範囲でゼロを示した。中でも５つの PLACに関しては、分析データすべて
がわずかに Delta-26Mg<0（見かけ上 26Mgの欠乏）を示し、安定同位体としてのMgに同位体異常があった可能性を示
唆する（以上は先行研究と整合的；Liu et al., 2009）。本研究では、非常に大きなMg同位体分別 (>50permil/amu)を示す
包有物を２個発見し、それらを F包有物（Fは Fractionation＝分別＝の意）と名づけた。それらは初生 26Al/27Al比が
誤差の範囲でゼロを示し、いわゆる FUN包有物 (Lee, 1988)との関連も示唆される。このような大きな同位体分別を起
こすためには、メルト状態で真空蒸発に近い激しい蒸発を経験する必要がある。スピネルが大きな同位体分別を示すこ
とから、蒸発の初期にはスピネルが固相として存在しておらず、少なくとも 1600C以上の温度 (Stolper, 1982)で Mgの
95%以上が失われるような蒸発 (Richter et al., 2007)が生じたことがわかる。
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